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Ⅱ．会計報告 
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Ⅲ．令和３年度 事業計画 

１. 八郎湖環境学習推進事業 

  八郎湖の自然再生を促進するため、将来、活動の担い手となる八郎湖流域小中高生に対して環

境学習を支援する。 

※井川義務教育学校、出戸小学校 新環境学習プログラムへの協力 

井川義務教育学校・出戸小学校が河川財団の助成金を受けて行う事業に協力する。学校、教

育委員会、千葉県立中央博物館林紀男氏などとの連絡調整・準備、ビオトープや水槽の管理等。 

 

２. 八郎湖再生の担い手を増やす事業 

(1) 三井物産環境基金助成事業 

「大学生と考える、持続可能な八郎湖流域のための環境学習プログラム開発プロジェクト」 

秋田県立大学・秋田公立美術大学の有志学生による「はちプロ学生部」の学生と協力し、新

規環境学習プログラムの開発と実践を行う。また、環境学習指導者講習会（プロジェクト WET

など）の実施、小学校環境学習への協力呼びかけなどによって、参画学生の学びの機会を作る。 

(2) あきたスギッチファンド助成事業 

『みんなで楽しむ環境再生！「八郎潟モグリウム」拡大プロジェクト』 

地元小学校等に「八郎潟モグリウム」の水槽を設置し、環境学習に活用する。 

また、モグリウムの観察・調査会を実施する。 

(5) 構成団体のイベントに参加 

環八郎湖市民ネットワークの構成団体が主催するイベントに参加・協力を行う。 

(6) クラウドファンディング・カワサポ地域サポーター 

クラウドファンディング・カワサポの活用を呼び掛け、八郎湖および秋田県内の川関連活 

動の連携を促す。 

 

３．八郎湖の再生に関する研究活動 

(1)「八郎潟・八郎湖学研究会」事務局（会長：谷口吉光）  

研究会の事務局を、八柳理事と鎌田事務局員が担当する。 

(2)八郎潟の漁撈の研究（代表：天野荘平） 

潟上市の国指定重要有形民俗文化財及び八郎潟漁撈用具の資料をカード化し整理する。 

 

４．ソーシャルメディアを活用した情報発信 

ホームページ・Facebook ページを作成し、はちろうプロジェクト及び環八郎湖市民ネットワ

ーク団体のイベント情報等を発信する。 

※各事業、新型コロナウイルスへの対応は協議・検討中。 
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